
・

                       前向き

取組
内容

【各発達段階で身に付けさせたい力　～９年間を見通した指導～】

【学校教育目標とスローガン】

栃木南中ブロック小中一貫教育

【目指す子ども像】

令和８年度　

      　　 自分でできることは自分でやり、よく考えて行動し、節度ある生活をする子

向上無限 前向き  関第一スローガン

中
学
校

中３
中２

・多面的・多角的に物事を考察し
ながら、自ら進んで課題を見出
し、解決する。
・将来を見据え、自分らしい生き
方を実現するために必要な知識や
技能を主体的に身に付ける。

・自らの意見や考えをしっかりとも
ち、相手の立場も尊重しながら他者
と対話し、協調して活動する。
・集団の一員としての良識をもち、
場に応じた適切な行動をする。

・自分で目標を設定し、計画的に
運動し、体力の向上に努める。。
・自己の健康の保持増進に努めな
がら、命の尊さや安全、防災等に
ついて意識して行動する。

中１

小６
小５

・基礎的・基本的な学習内容を身
に付けながら、自分に合った目標
を立て、進んで学習する。
・対話を通して、多様な見方・考
え方があることに気付き、考えを
深めることができる。
・自分の考えをもち、根拠を明確
にし、整理して分かりやすく表現
する。

・自らの役割に責任をもって取り組
むだけでなく、他者と認め合いなが
ら協調する。
・互いのよいところや考え方の違い
に気付き認め合う。
・決まりがある意味を理解し、自分
を律し、法を守り行動する。

・様々な運動に目標をもって取り
組むことで、体力の向上に努め
る。
・自分の生活習慣を見直すと共
に、けがや病気の予防や災害等へ
の対策に努め、健康で安全な生活
をする。

成
果
指
標

それぞれ成果指標に沿ったアンケートを年２回教員・児童生徒に実施し、各項目で４段階評価における肯定的評価(A・B)の割合が
８0％を上回ることを目標とする。

・ねらいを明確化し、ねらいを意識した学習課題を設定す
る。
・思考を活性化する課題を設定する。
・考える時間を確保する。
・小集団活動を取り入れる。
・表現する場や児童･生徒が活躍できる場の設定をする。
・児童･生徒同士が伝え合う活動を意図的に取り入れる。
・児童･生徒が自分の考えを視覚化し、説明(表現)しやすくし
たり、伝えやすく(分かりやすく)したりする。
　※視覚化＝図・表・絵・数直線等で表すこと（ICT機器の
効果的活用も視野に入れる)

・活動の目的を集団で共有できるようにする。
・生活体験に基づく「気付き」から想像力を育てる活動の充実。
・小集団活動を取り入れる。
・体験し話し合う活動を意図的に取り入れる。
・相手の立場に立って行動できたことを認め、励ます。
・自己有用感を感じ取ることができる場の設定。
・リーダーシップの育成を意識した活動の設定。
・情報モラル教育の充実。

小４
小３
小２
小１

・ペアや小集団での学習活動を通
して考えを共有する。
・自分の考えを理由を明確にし、
表現する。
・学習のねらいを理解する。
・教師や友達の話を最後まできち
んと聞く。

・相手を思いやり、進んで親切をす
る。
・学校や社会の決まり、約束を守っ
て生活する。
・明るく元気なあいさつをする。

・めあてをもって集団での遊びや
運動に協力して参加する。
・体を使った遊びや運動に、楽し
んで取り組む。
・「早寝・早起き・朝ご飯」を基
に、規則正しい生活習慣を身に付
ける。
・安全に気を付けて生活する。

＜令和８年度～＞　　自らよく考え、共に学び、自信をもって表現できる子どもの育成

①子どもの多様な考えを生かす授業の構築（展開） ②相手の立場に立って行動できる児童・生徒の育成

【重点目標】

小
学
校

・元気な子

・本気で学習する子

・根気強い子

・心の豊かな子

・みずから考え学習する生徒

・心の豊かな生徒

・正しいことをやりとげる生徒

・健康でたくましい生徒

・進んで学ぶ子

・仲良くする子

・たくましい子

・心豊かで正しいことを

やりとげる児童生徒【徳】

・健康でたくましい

児童生徒【体】

問題解決力 主体性 自主性自己肯定感 自己有用感コミュニケーション力

・みずから考え学習する

児童生徒 【知】


